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1.はじめに 

 1980 年代より日本のアトピー性皮膚炎患者は

増加傾向にある。また、1996 年では約 32 万人で

あったが、2014年では約46万人と18年間でおよ

そ 1.4 倍にあたる 14 万人も増加している[1]。      

 また、諸外国においても成人のアトピー性皮

膚炎患者は米国で 4.9％、加国で 3.5％、EU で

4.4％ほどいると推定されており[2]、世界中に

多くの患者がいる。 

 アトピー性皮膚炎患者の特徴的行動として、

掻破行動というものがあり、この掻破行動を自

分でコントロールできないことによる自責感や、

後悔などが原因でうつ状態に陥ってしまうこと

があるとわかっている。また、このほかにも掻

破行動によって傷ついた患部から細菌やウイル

スに感染してしまう可能性がある。 

 掻破行動の評価指標として、TST[%]が活用さ

れている。TST は以下の式で表される[3]。 

TST =
𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙 𝑠𝑐𝑟𝑎𝑡𝑐ℎ𝑖𝑛𝑔 𝑡𝑖𝑚𝑒

𝑡𝑜𝑡𝑎𝑙 𝑡𝑖𝑚𝑒
× 100[%] 

掻破行動の主な観測方法として、ビデオモニタ

リングや加速度センサなどがよく用いられてい

る。しかし、被観測者のプライバシーや、カメ

ラに死角が生じる点、並びにセンサ装着による

ストレスなどの問題点がある。 

 これらの問題点を解決し、掻破行動時間を推

定し、TST を出力する方法として、圧電セラミッ

クを測定に用いる方法を提案する。この際に、

同様に圧電セラミックをセンサとして用いてい

る[4]の手法と比較し、より精度の向上する方法

を求める。また、本研究は時間要素に大きく依

存したデータを扱うため、時系列データを考慮

した非負値行列因子分解を用いた推定システム

を提案する。 

 

2.提案システム 

 データ取得の方法として、圧電セラミックセ

ンサを 4本足のあるベッドの頭側左右に設置する。

その圧電セラミックセンサにて得られた搔破や、

呼吸、ノイズなどを含む左右からの出力の和で

あるデータ𝑥(𝑡)を A/D コンバータにて離散データ

𝑥(𝑘)へ変換する。ウェーブレット変換を行い、時

間/周波数データ𝑤(𝑘, 𝑓)を得る。この時 k がデー

タ点数、fが周波数である。 

この、𝑤(𝑘, 𝑓)の絶対値を求めることでパワース

ペクトル𝑤𝑝(𝑘, 𝑓)を取得する。このw𝑝(𝑘, 𝑓)に非

負値行列因子分解を行い、𝐻(𝑛, 𝑚)、𝐷(𝑘, 𝑛)を求

る。この𝐷(𝑘, 𝑛)について閾値を設定し、そのn列
ごとに閾値を設定し、その閾値より大きくなっ

た時刻の物について掻破であると推定する。ま

た、この解析の流れを図 2 に示す。 

 

3.実験方法 

 本研究では 10 名の被験者の協力のもと行った。

本実験で用いた圧電セラミックは半径 95 ㎜の円

形アルミ板を用いたものを使った。リファレン

スとして左手にスイッチを持って掻破の始まり

から終わりまでスイッチを押すことで状態を区

別した。計測条件はサンプリング間隔 10ms、測

定時間 30 秒とした。評価方法はリファレンスの

状態との一致度である。閾値で分けることによ

り導き出された推定結果についてリファレンス

と比較することで時間ごとに正誤を判別し正答

率を求めた。また、その分類時に真陽性（TP）、

真陰性（TF）、偽陰性（FN）、偽陽性（FP）を

次のように定義した。正答率は次の式で表すこ

とができる。 

正答率[%] =  
𝑇𝑃 + 𝑇𝑁

𝑇𝑃 + 𝐹𝑃 + 𝐹𝑁 + 𝑇𝑁
× 100 

また、実験の手順は下の表 1のような流れで行っ

た。 

表 1 計測条件 

時間 0s～30s 

状態 安静・掻破・安静 

また、この際の掻破行動は被験者の任意のタイ

ミングで、任意の時間行った。 

 

4.実験結果 

図 1は本提案システムで推定した結果と、リフ

ァレンスを示したグラフの推定結果の例である。

一番上にあるものが正答率 92.4％のもので、2番

目が 91.2％下のものが正答率 64.0％である。表

2 は図 2の結果を表へまとめたものである。 
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図 2 推定結果一例 

 

 

5.考察 

 本手法による掻破行動の推定では圧電セラミ

ックを用いた先行研究では、平均の正答率が

79.3％であったことと比較して高い精度で推定

できているため、効果的な方法であったと考え

られる。また、精度が著しく低くなってしまっ

たデータがいくつか存在したが、それらはすべ

て同一人物のものであったので、個人ごとに差

があるためであると考えられる。 
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図 2 解析の流れ 
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